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(備考) 本報告K闘する資料の大部分は昭和20年 (1945) 5 月 24 目掛院の東京都昼襲K依

タ焼かれてしまったのである。 従って 、 本成~.謂~j査κは常K多少の不完全と不正確とを

強期せざるを得ゑいととは定K遺憾とする.庭であるが、 然 し、 共の健之を殻表せ歩K置

くよりも 、 年ろ出来るだけ材料の快復に努力 し、 不完全ながらも何等かの7~1'L於いて殻

表 し貢献する方が、 此の際吾々の取るべき乎段と考へ、 記憶と現地材料とを基礎と し組

み立てたものが本報告となったのでるる。

緒
ι 

日

我固に外園樹種が移植せらた歴史は相官K古いも・ので aうるととは確かで‘ある -、 例へは・4皮の清

和源氏悲史の一昔11 として、{官公践が将軍貫朝を製ふた事件に於ても 、 伎の嘗時既に鎌倉八幡宮
、、-

の石階の傍にイテフの大木が立って居たととは先づ確かの様で、ある 、 市して今日の、鹿イテフは

中園原産の植物であって、昔時我閣に移λせられたも の と植物望者の聞で信ぜられて居るもの

である 、 市 して更に数姿の江戸時代の牌史やノj、設に見るに徳川時代の中世Kは江戸市中至る底

lてイテフの大木があったととは明白な事貫でキると思はれる。

そとで、 此のイテフの如〈古い歴史を持って居友いでも 、 徳J 11幕府時代K八代将軍吉宗は小

石J Ii I'L御薬閣を設けて外図植物(但し是等の中K樹木類があ。たかどうかに就ては著者は正確

底知識を持だないが)を移植し、島港湾搾は大隅の伊座敷に・之亦薬閣を設けて外国樹を移杭し

たとと 、 及び之は年代は何時頃か一寸記憧し左いが、 鹿児島市郊外の御潰御殿の裏庭にはモウ

ソウ竹イ専来の竹林がるるととは 、 史践に徴して明かえ主ととである。

更に下って明治の初期、 時の米国大統領「グランド」将軍の来朝に際し、上野の公閑にタ 4

サンボクと「ラウソン」 ヒ ノキとを記念植樹されたととは有名左事買である。

林業林製関係K於ては、 松野簡、 中村繭六、 志賀泰山、本多語、六等の諸先輩K依って所k l'L

欧米の桂休が移入されたととはるるが、 それが比較的にI!丹自主主のは 、 白様保美氏の乎K よって

e 明治30年代の末期に今日の西ケ原の農事試験場に十数種の蹴米産の樹種が摘栽されたととであ

る、下って林おお強場が今 日 の所(目黒区下目黒 4 丁目 770帯地) に移ってからも引き続き外

間樹種の種子が移入せられ、 共の植裁されたものは無店:百種以上K及ぶのでは友いかと思はれ

る、此の白樺氏の功績に劃して傍からの支援者として、/)、山光男、初P Ifl r:l:1識の雨氏の名を掲げ

ざるをf専ないと思ふ。
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本報告の主煙たる群馬鯨碓氷郡白井町大字五料字小根山園有林 (前橋管林署管内)の外閤樹
も

種槌裁試験 も共の首時目黒にて養成された外国樹種の苛木を 山地に植えて見る と云ふ目的の下

に開始されたも のである 、 従うて柏栽された市木は殆んど全部目黒から H-'， 1と も のである。

小根山に於ける外園出屈の植栽が開始されたのは明治37年 (1904) の話時でるフて 、 首時は

.lI:tの試験地は横川ノj 、林医者の管下に あったのである。

此の試験J也には相首多 く の外図樹廊が植栽されたのであるが、 著者f (河問 ) は長年の間止Eの

、言式験の主ヨt~芳、あった閥係上記憶をたど、って 、 其の成績の概況を語する と次ぎの通 りである。

I 針葉 樹

1 、 ヲウ シ ラベ (Abies nephrolepis Maxim. ) 昭和14年 (1939) 春季植栽、 成木の望みあ

る も、 枯抗率高し原産地朝鮮

2 、 「ウ エ ビア ーナ ~ J モミ (Abies Webbiana Lind1.) I昭和14年 (1939) 本芽哨在栽、 成木

の望みある い 枯損率高 し 属産地 「 ヒ Y ラ ヤ」 地方

3 、 「 ヒ マラヤJ ス ギ (Cedrus D回dara Loud. ) 大正15年 (1926) 泰季他殺、 成積中鋒成

木の望みあり 原産地 「 ヒマ ラ ヤ」 地方

4 、 エンピツ 為 ピヤク シン (Juniperus virginiana Linn . ) 原産地 北 「アメリ ーカ 」

(a) 大正15年(1926) 春季植栽、 成紡不良、 特陀主主無に弱 し'、

( b ) 昭来日F 年 (1932) 務制1ll栽、 成蹴 (a) と同し ' ‘ . 
5 、 駄訓同 ラ マ ツ (Lari玄 europea De CandoI1e) 明治37年 (1904 ) 春耕íll栽、 殆んど金

i威 1 木残存せる も成木の望みえ主 し 原産地 蹴洲
、

6 、 朝鮮カヴ マ ツ (1. koreana Nakai) 大正日年(1926) 奉季楠栽、 枯損率高 く、 成木の

見込今の鹿不明であ る 原産地朝鮮

7 、 敵訓ク '.7 に (民cea excelsa L担k. ) 原産地 欧削 .. . 

( a ) 明活37年 (1904) 春剰在栽、 成績r.1~等友 る も 、 碓賀K成林して居る 、 詳細は後章に掲記

されて居る

( b ) 明治43年 (1910) 春季植栽、 成績 (a) に同し

( c ) 大正 4 年 (1915) 春季積栽主 成績中等主主る も 、 成林して居る

( d ) 大正 5 年 (1916 ) 泰季植栽、 成績不良、 過éj~;ll~損 しがめで-、 之に封 し昭和 8 年春季 「 ヒ

マ ラ ヤJ タ ウヒを楠植しであ る

( e ) 大正 6 年 (1917) 春季植栽、 大正 6 年末より同 7 年冬季の袋容K より 一部枯死 したも の

K到し邦康モミ を柿植 したのである 、 共の成林-11)(態は 、 欧州タウ ヒ、 モミ の混帯林として 、 逃

林肇上緩めて注目，すべき も のがある ので、 之が成績は別注K取り躍め設表す ? とと と してある ，

( f) 大 lE 7 年 (1918 ) 春季植栽、 成績 (a ) と 同 し

( g ) 昭和 6 '年 (1931)泰季植栽、 之は明治;30 年代模閉山麓に植栽されたも の が大正 14 年

。



.‘ 
群馬車幕下に於げる歓洲タウヒの造林成績 ー 65

(1925) 頃から結賃 し始めたのであるが、 共の種子を採り同黒の林業試験場にで養成せる苗木

を植栽したものである、成額中等友るも、成林の望みは碓貨である

( h ) 昭和 9 年 (934) 春季杭栽、成績中等友るも 、 成林の望あり

8 、朝鮮パラモー ミ (Picea koraiensis Nakai ) 昭和 14~三 ( 1~39) 春季植栽、 成績不良なる

も成木の望み君主き1'Ll>らす、 村損率高 し :原産地 朝鮮

• 9 、 「ヒマラヤ」タウヒ (Picea Morinda Link. ) 昭和 8年 (1933 ) 春季植栽、 成績中等主主

f 

るも 、 成林の望確貫1x.り 原産地 「ヒマラヤ」 地方

10、 í -=- グラ」タウヒ CPicea nigra Li出.) 大正 6 年 ( 1917 ) 春季植栽、 成績不良、成水

の望み薄し 原産地北 「アメリカ」

11、 「シトカ」タウヒ (Picea sitchensis Carr. et Mayer) 原産地北「アメリカ」

Ca) 大正 6年 ( 1917) 春季植栽、 与全減、 記憶をたどるとイトカケハパヂ桜のものの被害と、

大正 7 年春季の袋容とが原因をなして殆ん苫全域に陥った様K思ばれる

(b ) 昭和14年 (1939 ) 春季植栽、成績不良、成木の見込は今の鹿不明である

14，、 「λ ンクシア」マツ (Pinus Banksiana Lamb.) 昭和12年 (1937) 春季植栽、 成訪中

等主主るも 、成林の望みはある、本種の盛果は本地方に於ては殆んど開鱗した仰jがない様である 、

備本種は雪押しに劃して抵抗力が勧なく根返り <v多いととが聞に付く様である 原産地北

「アメリカ」

13、白皮松 (Pinus Bw.ngeana Zucc.) 昭和14年 (1939) 春季植栽殆んど全減、 原因不明な

るも 、 恐らくは、無候及び土地の不適に依るものでるらふ 原産地中華

14、 「ボタ」マツ (Pinus excelsa Wall. ) 昭和 7 年 ( 1932 ) 春季植栽、 成績中等怠るも成

木の見込遣うり ・ 原産地 「 ヒマラヤ」、 地方

. 15、 「インシグニス 、 パインJ CPinus' radiata D. Don) 昭和114年 ( 1939 ) 春季植栽、 全

‘誠、 原因は昨賀ではないが、 冬季の寒気及び乾燥に堪へられ左かった様である 原産地北

íアメ リカ 」

16、北米三葉松ー (P加us rigida Mill.) 原産地北「アメ リカ」

. ( a ) 明治37年 ( 1904 ) 植裁、 成績極めて良好、 立誠に成林 して居る、倫此の成績に就ては、 ­

既に共の第 1 回報告が、 林業試験業報第21競 (昭和 2 年、 1927 ) I'L佐多ー至氏の乎K依って描

げられて居る

パ b) 大正12年 ( 1920 ) 春季植栽、 (a) I'L結質せるも の より種子を探集し、 共の種子・より苗

木を群馬軒t下比τ養成 し之を植え出したものであって 、 本土に於ける土着麗である、是亦成績

極めて良好、 立i灰に成林して居る

17、 「ストロ{ブ」五葉松 (Pinus Strobus L加n. ) 原産地北「アメ リ カ」

, ( a~) 明治4:i年 ( 1910 ) 春季植栽、 成積極めて良好、 立沃K成林して居る

‘ 
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_( b ) 大正 6 年町 ( 1917) 春季植栽、 成積極めて良好、 立派に成林して居る 、 尚本林分の成績に

就いては 、 共の第 1 回報告が林業試験、報告第39蹴 (昭和19年、 1944、 河町布、 金谷興十郎) に

殻表されて居る情本種は本地方化於ては茜果は盛に着 く が成熟に至らえ工い様である

18 、 欧抗 | アカマツ CPinus sylvestris Linn . ) ー 明治37年 ‘ (1904 ) 泰季植栽、 殆んど全減、 特

にγ ツ コ プ病菌の被害が甚だしい 原産地臥洲
./ 

19、 ' 1テー グ、J . ぜツ (Pinus Taeda L加n.) 昭和12年 (1937 ) 若手季植栽、 成績良好、 成林の

望みあり ‘ 原産地 ニ|じ 「ア メリカ」

20、 「 ド グ'ラ ス ; フア ~J CPseudotsuga Douglassii Can:~. ) 原産地 。 北 「アメ リカ 」

( a ) 明治37年 (1904 ) 春季値栽、 成績不良、 共の中 L本だけが昭和20年 (1945 ) 迄現存 して ，

居たが、 それも今は瀕死のj伏態でるる ー

( b ) 大正 7 年 (1918) 春季植栽、 成績不良、年々表弱の色を呈して成木の望は友い、 外見に

依ると何か本地方め乾燥AA態I'rJri して誼l産 して居友いも のの様である

21、 ニボヒネヅコ_ CThtija occidentalis Linn.) 大正15年 (1926) 春季植栽、 成績良妻子 、 立

誠に成林して居る 原産地北「ア メリカ J.

22、 コノテガ シハ (Thuja orientalis Linn . ) 明治37年 ( 19前7 春季植栽、 成績不良、 成木 ー

の望み友 し、 高さ 3 米以上に建せす=漸共枯死 じて行 く iIk態であ る 原産地 中華・ \

23、 「ギガン ト 」 ネヅ コ (Thùja plicata D.Don) 明治37年 ( 1904) 植栽、 全滅、 冬季裳夙

め害K弱はかった犠である 原産地 ニI t 1アメ リカ」

24、 「カナダ」ツ カi. (Tsuga canadensis Caη. ) 原産地 ' ニ| ヒ じアメ リカ 」

( a ) 明治37年(1904) 春季植栽、 成競粗めて良好、 立派に成木して居る

( b ) 大正15年 (1926) 春季植栽、 成績極めて良好、 立派に成林して居る

)1 潤葉樹

25、 「アメ リ カ 」 ヤマナ ラシ (Populus nigra Linn.) . 1 1J1治37年 ( 1904 ) 春苓ヰ直栽、 成績不

良、 僅陀数本残高して居る のみでるる 、 但し共の大いさは相営の も のに達 して居る 原産地

、 ~t [アメ リ カ」

26、 「モエJ フヱラ」ヤマチ ラシ (Populu8 monilifera、 Ait. ) 明治37年 ( 1904 ) 春季植栽

成績不良、. 僅に二三本残存 して居るのみであ る 、 但し佃樹の大いさは相官の も のに達 して居る

尚此の樹種Kは一種の シャチホ コ蛾φ類の食客があったととが.æ; る 原産地 駄洲

27、 満別i ドロノキ (Populus Simon� Carr. ) 昭和14年 (1939 ) 植栽、 成績不良成木あ見込 ー

ピ就ては今の廃不明で、ある 原産地、 満扮|

28 、 :スマカケノキ (Platanus orientalis' Linn. ? ) 明治37年 ( 1904)一 春空間直栽、 成績中等、

成木 して居る ー 原産地 敵洲

29、 a 下ェキ セルシオ ール」 ト ネ リコ CFraxinus exceIsior Linn. ) 明治37年(1909) 春季植
、

, 
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栽、 全滅、 共の原 |き|は主として鎖飽過の被害K依るも のの様であ石 原産地強制
30 Iアメリカ」 トネリコ (Fraxinusャ americana Linn. ) 大正 6 年 (1917) 春季植栽、 成績

不良、 殆んど全滅、共の原因は主として餓錨議の筈に依るも のの様である 原産地北「ア

メリカ 」

31 、 「 ニグラ 」 グJレミ(Juglans' nigra Linn. ) 昭和 δ 年(1933) 春季槌栽、 成績4不良、殆
9 、

んど全滅 原産地北 「アメリカ 」
a 

32、 社仲 (Eucommia ulmoides Oliv.) 原産地中華

( a ) 昭和 8年 (1939) 春季植栽、 成績良好、 成林の望みあり ，

( b ) 昭和14年 ( 1939) 春季植栽、成績前者と同し

3.3、 (Carya alba K. Koch) 昭和10年 (1935) 春季舵栽、 成績不良、 成木の望み薄 し

34、 (Carya grabra Sw田t. ) 昭和10年 (1935) 春季植栽、 成績不良、 成ボの望み蒋 し

35、 (Carya ovata K. ・ Koch. ) 昭和10年(1935 ) 春季植栽、 成績不良、成木の望み1車 L

36、朝鮮クザ (Castanea Bungeaua BI.) flB和10年(1935 ) 春季植栽、 成績不良、 成林の、

望み部 L 「 原産地朝鮮

。之を要する比以上を通観するに、植栽せらnたる総理教約36の中 、 「 ヒマ ラ ヤ」スギ てCe

drus Deodara Loud .) 、欧百十|タウセ (Picea excelsa) 、 「 ヒマ ラ ヤ」 タウ己 (Picea Morinda) 、

て北米三葉松 (Pinus rigida ) 、 「ストロープ」五葉松 (Pinus Strobds) 、 「ボグ」マツ (P

inus excelsa) 、 ー 「テ ー グ」 マツ (Pinus Taeda) 、 「パンク シア」 寸ツ CPinus < Banksiana) 、

ニホヒネヅコ (Thuja occidentalis ) 、 「カナダ」 ツガ (Tsuga canadensis) の 10 種、澗葉

樹にありでは僅K杜仲 (Eωmmia ulmoides) � 1種を除き憶は悉 i成号不良又は特に見るべ

きものは泣いと云ふととに師着する 、 而して此の中成績を殻表せるものは、北米三主閉会、 「ス

トロ{プ」 五3匙松の二種である。

以上記するが如〈小根山固有林 o洋馬Ji果、碓氷郡、臼3月: UI丁、 大字五科〕 の死闘樹種の植栽ば

.相官:I'L古き歴史を有して居るも のであって、 共首初郎ち明治37年 (1904) より今日 (昭和21年

1946) に至る問此の賞験l'L~j し比較的密主主 る関係にあった人ノィ の名前を列奉するとつ下の様であ

る。

先づ指導者作11]と しては 、 林墜博士白樺保美、林製停士寺崎渡の雨氏である 、 次ぎに木言九喰の ・

'主主E として専ら研究の質務K従事 した人々は西大路吉光、原田，克二、山田嘉一、河問茶、 佐多

一至、大城)1 1女郎 、 ノj、池益犬の諸氏で・ある 、 叉東京大林直署時代から東京畿林局に至る間此の方

面の人々 としては、 木村喬.額、 回中波慈女の諸氏である、叉本試験開始以来今日 K至る地元の

JJ、林直署長叉は管林箸長として在職せられし各方は 、 チ1"部築基為園司道輔、佐藤館郎、柏徳之

助よ内山房吉、松浦昌、松原太郎、田中米治、 天野九郎、 沼津陸太、曾山直一郎、 長沼巌、岡

村喜代策、外山寅雄、村町文之助、小山内淳進、太閏寅四郎、荒列二元、石川手iJ治、市原璃太郎
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ー銭場愛維の諸氏である、 叉ノj、林区署叉は管林箸の署員乏 しτ比較的絡接の関係ある人々は、 知­

l好秀雄、 石5月二誠、 藤原幾苔、 天野鍛造、 栗原文三郎、 中山和卒、小林慶次郎、 金津探、 稲田則

i雄 、 谷元貞雄、 堀口政之助の諸氏であ る 。 又}雇及地元の人k として.*試験の賀行K閥係ある人

kは、武井延太郎、中島小十郎、猿谷高十、 新}臨伊三郎、山口良太郎、 武井瀧三郎、近藤進、

石山重太、中島愛助、中島松太郎、 土谷栄三郎、 、鈴木新次郎の諸氏で、ある。

1 欧洲タウ乙に関する略記

、 本篇に於ては欧訓げ ウ ヒ の樹木製的記載をするととは省略する 、 Jミノj、棋山 K於ける造林成績

を殻表する上に知って置く方が都合がよいと思ふと とを概記する とととする。

a 、欧洲タウヒ の種名 之は種々遣うる様であるがDallimore. Jackson の雨氏(1 ) K依

れは'Picea exceIsa Link.となって居るから之に従ふとととする。

b 、欧洲タウヒの分布jld[域 之昨「ウラル」山脈や 「シベ リ ア」方面の限界は不明である

が、共の欧洲方面K於ける大関は Plate 1 ( 2 ) の通 りである。

c 、我固に於ける近在宅の種類と共の分布il犬態 我園に於て Picea K屈するも のは牧賢官

太郎、 根本莞爾の雨氏 ( 3) に依れば次の数種に属する。 イラモミ (Picea bicolor Mayr) 、

イ ラモミの援種としては、ヒ メマツハグ、シラネマッハグがある 、 アカエゾマツ (Picea G-

-lehnii Mast ) 、 之が捷種としては、アヲミノアカェメ、 テイノキがるる 、 ヱメマツ (P. jez-

oensis Carr. ) タウ ξ は之が鑓種として指定され種名を (P. jezoensis Carr. var. 1iondoensis. 

Rehd. ) とされて居る 、 ヤツガタケタウヒ (Picea Koyamai Shirasawa) 、ヒ メパラモシ (P.

.Maximowiczii Regel. ) 、ハリ モミ (P. polita Carr. ) 等でるる、市して未完成卸ち不完全で、

はあるが著者の調査に成るハ リ モミとタウヒ の分布聞を示すと Plate2 の様である。

者 d 、 酬に於伊る酬グウヒの林当社の位置 之は今夏言明する迄もなく酬中部に於

いて林業上最 も重要なる主十葉樹であって 、 之を我閣の林業に例へると 、 恰 もスネの如き位置を;

占む宕も のである 。

2 植栽地に於ける這林成績

' 場 a 、 ヰ験林の位置 群馬腕、 碓氷制、 臼井町、 大字五料字ノj、棋山閤有林 (Plate 2 ' .参照)

(前橋皆林局、前橋営林署、 碓氷事業区) 、イ言蕗椋横川騨下車、 西北K向かい徒歩約40分の障

にある、碓氷山脈が閥東21'-野に張って居る根の先端に位する丘陵上に位置して居る。

b 、 気象j伏態の大要 試験林附近に於て、嘗て設置せられて居た、 妙義 (群馬勝、北甘築

制、 妙義町)及び伊都えと (群馬勝、 群馬郡、 伊香保JlIT)の森林測候所に於ける駒則表の故事ど

示すと下の様でるる。 ( 4 ) 

# -, 

v 
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平均東温 (Mean temperatur~ of month) 

12.0 . 

12 10 

Table (1) 

8 7 6 5 月

10.1 

日 k最高気温の極 (Maxirnum temperature 'of month) 
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Table (2) 

月
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88.8 

72.5 

11 

(Mean humidity of month) 

10 i

l
i
 

--2

6

 

nhu

p
o
 

n
6
n
δ
 

9 l

i

l

 

i
-
-

-

E

司
i
n
b

亡
d
P
O

O

o

n

o

 

8 7 1

1

 
一
A
U
T

バ
佳

;

・

-
》

一
号
d

q
d

r
E

一
R
U

口
δ

1
1
1

J
H
叫• -h

d
 

円J
・

平均i弘度(%)

5 

日| ::j ;::l :::| :: j

Table (4) 

月

73.7 
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(Minimum humidity of month) 

9 8 

i長度の最小 (%)

6 5 

TabJe (5) 

月

(Precipitation) Table ( 6 ) 降水量 (rp. .m )

月

妙

以上が共の大様で、あるが、之K著者の想像をかlへて云ふ友らぽ、 平均気溜は大隈伊香保とー

" 
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致 し妙義よりも 'W怨 〈 ミ最高気閣の艇は妙義よりも利低〈、伊香保より も和高く 、 最低気温の

極は 11硲伊香保と同 じく、 千均淑度も伊樹米と 111長同じく 、 i必度のi刷、は伊香保と妙義と の中間位 ザ

70 
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純金林分は 3 つあって \ 其の各林分内K於クる棋準地の面積を示すと不

棋準地聞積 (Dates ・Of Plantation and areas 0f salﾙple plots) Table 1. 

椋準地面積 (ha )

0.038 

0.085 

0.066 

度

明ri台37主ド (19'04) 

ρ 43~ド(1910)

大正 7 年 .(1918)

年植 s 栽士
川
ド

4
4

一
験

ー I

II 

III 

試

、 ・

本報告は昭和20年 (1945) 一秋季現在のも のである。

第 I 林分IL~'.Jしては大正 3 年(1914) 第 1 医|間伐、昭和 7 年 ( 1932 ) 第 2 回間伐、昭和20年

帯

(1945) の秋第 3 回問状を施行 したのでるる。

一 第 II 、第 III の雨林分に劃しては昭幸1~15年 ( 1940) の泰第 L国間伐を施行 したのである。

d " 試験の成績

Table 2. 本数 (Number of trees) 

第 1林分 (棋準地面積 0.038ha )'

、、、

貫教也)|占 Jヘク夕立j | 林齢( C )
228: 6 ,009' 

d d 

(Plot 1) 

E訴に今三

、

1 明治37年(1904)植栽首時‘ On plantation, 1904 

D﨎appe舐ed naturalIy 

-11 5 ,526 

2 ，在21

3,105 

26 

. 

" 3,105 

1 ,526 

1,579 

42 1 ,579 
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1

9

1
9
1
1
5
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・

6
2
3

円
凸

.

噌
i

唱
i

Before thinning, 1914 

Numbers removed 

自然減少

大正 3 年 (1914 ) 間伐前

間伐本数

Aftei' thinning 残イí-本主主

Disap�eared naturally 然減少

昭和 7 年 - ( 1932 ) 間伐前

自

Before thinning, 1932 

Numbers removed 

Aftet thinning 

Disappeared naturaIJy 

Before thinning, 1945 
. 

間伐本数

残存本数

自

昭和20年 (1945 ) 間伐前

少減

/1 

l' 

然

N1"�mbers .iemoved 間伐本政" 

1,026, 残存本数 After .thim'Iﾍng 

‘' 

(C) ag� 'of stand (B) per'. Hektar, 

, 

" 

(A) 凶al mtmbef', 



整~賂'f l' :於~_Õ欧洲主主ヒ ''1)造林1毛綾

第 II林分(棋:準地面積 0.085 ha) (Plot 11) 

71 

'" 
‘h民、

年 失 |貫教(A ) I.~Jヘクタ 1231**齢( C )
明治43年(1910)植栽官時-On plantation, 1910 255 3,0001 1 

自 感 ー 減 少 Disappeared naturally 121 1,424 

昭和15年(1940) 間伐前 Before thÌIJning, 1940 134 1,5761 31 , 
宅

" 間伐本数 Numbers removed 40 事 470 

11 残有三本数 After thinning 941 1,1061 

自 然 誠 ， 少 Disappeared naturaHy 

昭和20年 (1945.)現ぞ'1:: Nuoiber standing, 1制5 1,1061 36 

第 m林分ベ棋準地耐積 0.0侃.ha) (Plot IIl) 

5f:Y' ヲた |貫教叫 1 íヘクタール」同齢ω
首リ (B) 

大正 7 年(1918)植栽首時 On plantation, 1918 213 3,227[ 1 

自 然 ♂ 減 少 Disappeared naturally 781' 1,182 

昭和.15年 ( 1940)ー間伐前 Before thinning, 1940 135 2,0451 23 

" 間伐本童文 Numbers removed 31 469 

" 残存本数 After thinning 1041 1,5761 

自 "然 減 少 Disappeared naturaIly 

-ー昭和20年 (1945) 現在数 Number -standing ， .1945 28 

( 2 ) 材積 各測定年度に於ける材積は野帳焼失の鴛不明で、あるから、教には昭和20年

Z見在の数字を奉げる ととに止め る。

'Tale 3. 現在材積 (Volume on 1945) 

林 会 | 質材積 ω|棋準地商積( B ) 1 1þa首材積( C ) 1向上本敢 (D) 11本的材積⑥
IC間伐)(G )

、

3,782 0.038 99.5 553 0.1 

ρ (残存)(H ) 11 ,802 0.038 310.6 1 ， 02唱 0.3 
電b . ム

" (合計) (1 ) 15,854 0.038 410.1 1 ,576 _ '0.2 

u. 13 ,634 0.085 160.4 1 ,10E 0.1 . 

III 7,655 0.066 116.Q 1 ,576 0..0 
ー

5

4

 
岬d

(A) real'V. (B) area of sample plQt ， べC) V. per Hektar, (D) tree number per 
? 

. Hektar, (E) V... per single tree (G) V. thinn!,!d, (H) V. residual , (1) V. totaI 

今是等捷存又は現在材輸を全部主キ材三材積と見て、之を寺崎博士のスギ林の収穫表、. 山本博

.._ 
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士のアカマツ林の牧穫表、及「シユワツパツハ」氏の欧洲夕汐ヒ林のJI支穫表 ( 5 .) 等κ比較じ
局伊

て見ると下の様である。

Table 4. 各種林分との牧穫比較 (Volume compared with the Yield-

tables .selected as contrasts) (unit mり

林齢 I.L~t，， ~~I~ ドイ 引C ドイツ I~ ズギ、 I~ スギ、 1.... ~F_ J _,. 2_"'¥.. _"H_ J ・ I
~一、ノト棋山欧l園、タウ|園、タウ |立木度中|立本度密アカマツ iアカマツ|アカマ ツ 17 カマツ
二竺どこ一|洲タウヒヒ'1-等地! ヒ 2 等地l地位下 |地位下 13 等地 1 4 等地 15 等地 1 2 等地

20 

35 

" 25.0 
、

102.4 80.3 86.9 66.7 51. 7 111.1 
‘ > (310) (240) ( 1関) (400) " , 

. 
132.2 105.3 "83.9 166.4 . 
(4762 (379) . '(302) (599) 

-
116.0(IlI) 0(111)1, 0(111)1-

125.0 71.0 261.0 209.1 176.4 143.1 116.1 
, (635) .(515) , (418) (784) .. 

、

216.7 .178.1 146.4 263.9 , 
, (780) (641) (527) (950) 

' . 
160.4(11) 0(11) 。(m

262.0 175.0 .416.4 337.3 253.1 209.7 173.9 305.0 
, (911) (755) (626) (1,098) 

310.6(0 0(0 
, 0(1) 

285.0 238.3 198.9 341.1 
(1.086) (858) (716) (1,228) 

‘ ' A1(¥' {¥ I')o.t: (¥ .t:t:::1 ,.., A An. ":> つ1 ') ，亨 .，cつヴ 可。， ヴ つヴc:: (¥ 

ー 、

25 

28 

30 

部
川
町
必

聖?

¥ 

,45 

50 l ~J..Y.VI … …i … … …i 白山-'- . ， … 1 1 1 . (1 臼州(伶9釧 〈7?P8い担

( )内[はI石

卸ち之割弱逸の牧穫表に比較すると林分 I は 1等地に近〈、林介 II は 2 等地I'C近く、林分

凹は 1 等地に近き材積を示して居る、又之を内地スギヨ本に比するに今の鹿一寸企及 しf与ない

様であるふ、アカマツ林に比するビ、林分I は 2 等地と 3等地の中間、林分 II は 4等地と 5 等

地の中間、林分 III は 4 等地に近いと云・ふととに友るのである p されば、!欲酬の造林成績に比

して、必しも劣つては居たいが、之を内地産の ものに比べると、ヌギには到底及、ばなく、アカ

マツにべて見でも、地味のよい鹿で 2 等地以下と云ふととに友るので、まうる。

( 3 ) 林分構成
、，.

之を直径、樹高に閥係せしめて本教の分配AA態を見るとそれは別表 (Table 5. Table 6 

Table 7) の様になるのであるγ卸ち是等の材料により先づ林分別の平均直径、 平均樹高及び

共の各の標準偏差を算出して見ると共ぎの Table 8. の様になるのである。

扱本数分配表の分配欣態から見て、 サ直径と樹高との聞に相関関係の成立って居るととは時想

傑ずるに難くないが舟念之が相関係童文を求めて見るま Table 9 の様である。

串

畠~
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-TabIe 8. 千均直径平均樹高及び其各の僻11Æ偏差

73. 

(mean diameter, mean height, and standard deviations of them) ‘ 

d 

ー 林 分 | 林 齢|平均直経|棋準偏 差 | 平均樹高 | 棋準偏差
Stand ~ I ag!,! I MD( cm) I σD I MH  (m) I t1H " 

43 19.45土 0 . 3.3 3.74土0.23 16.32士0 ， 19 2.24土0.14
、

II 、 36 15 :32土0.33 4.80土0.24 12.11土 0.17 2.46土0.12

III 28 12.44土0.29 4.12 土0.20 9.28土0.19 2:83士0.13

TabIe 9. 直-ili~、樹高聞の相関係数
/ 

(Correlatien 輟efficients between D and H) 

林分 rD.H rH.D | 林齢

I +0.94土0.01 +0.82土0.03 43 

)1 +0.84士0.02 +0.71土0.03 36 

1Il +0.91士0.04 + 0.87土 0.02 28 

即ち一般の他のま十葉樹の一再同齢林と同様直径太き も の程高 〈 γ逆に高きもの程太き閥係あ

るを確認し得たので、進んで直径K閥係せしめたる樹高曲線を求めて見た長下の如き結果を得

たのであるc

Table 10. 樹高曲線の方程式

'(The fomula of tree, height curve wirth respect to D) 

ゑ3Ml 曲棋方程式の形式
type of form�a . 

方程式
formufa '‘ 

I 43 
D
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Iog(H-1.2) = 1.40859-4. 37906jD 

n 361， H=ae一台+1. 2
log(H-1.2) =loga-b loge/D 

Iog (H-1. 2) ゴ1.26641-3.40121/D
• 

c 目

IlI' I 28 I H= ae-r;'+1.2 ~ I Iog(H-1.2) =1. 14887十 0.00534D
Iog(H-1.2) = loga+b logeD-cIog I -3.46884/1). 
e/D 

b 

今 H=aeb-D +1.2 を形式(I)とし、 H=aeーす+1 ・2を形式(II)とすると、林齢の若きも
ー のより老いたるものに移るに従い、樹高曲繰は形式(1)から形式 (10 i'L推移して居る、比

の傾向は既に護表せられて居る植栽疎密比較試験(アカマツ林及びカラマツ林i乞就て yの研究 t

と其の結果をーにして居る、卸ち本試験に於て、各年齢を異にせる 3 つの欧洲タウヒ の林分間
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、 に於て此のとと砂るを示 し、植栽疎続試験に於ては、同ーの林分に就き年齢を異にして繰 り返

ー.

された?)測定値聞に於て此の ζ とあるを示して居る ととは相首注意すべきととと思ふのである

尚求め得たる各曲線に就き賞験数と算出童文と の封照を示すと次表の様である。

ー Tabl~ 11 (a) ， 林分1. Iog(H -'1. 2}手 1. 40部9-4.37906!D 

Test of ,fitness of the foumula 

,' D 貫験数 (H' ) 算出数 (H) H'-H 

12 12.3 12.25 +0.05 

14 13.6 13.66 
‘ a長

-0.06 

16 14.2 14.84 -0 .. 64 

18 、 16.5 15.83. 十0.67

20 エ7.2 16.67 十0.53

22 17.1 17.40 -0.30 

24 18.7 18.03 +0.67 

ー-26 18.3 18.58 -0.28 

+1.92 

-1.28 

{'able 11 (b) ヰ本う;j- II. log (Hー~1.2) = 1. 26641-3 .401~1/D 

D 貫験数 (H' ) , ~~出事( (H) H'-H , 

. _6 7.0 6.21 +0.'79 

8 8.1 7.98 +0.12 
10 __ 9.0 9.64 -0.-64 

12 11.2 10.82 +0.38 

14 11.6 11.76 -0.16 

16 12.3 12.52 -0.22 

18 13.0 13.15 -0.15 

20 13.9 13.68 十0 .22
阜'iI、

22 ,14.2 14.14 十0.06

24 14.7 14.53 十0.17".

26 15.0 14.87 +0.13 

ι + 1. 87 

-1.17 

• 

, 
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e 

Tab!e 11 (c) 林分 III. Iog (H -1.2) = 1.14887 + O. 00534D-3. 46844jD 

D 賞験室主 (H' ) $WLll& (H) H'-H 

4 5.0 3.21 十1. 89

6 4.9 5.21 
話 h

-0.31 

8 6.5 6.93 -0.43 

10 7.4 8. 37 ノ -0.97 

12 8.1 9.59 -1.49 

14 10.7 10.66 +0.04 

16 . 12.8 11.61 +0.39 

18 
, 

12.7 ノ 12.48 +0.22 

20 13.3 4、 13.28 +0.02 
守

22 13.5 14..04 • 0.54 

十2.56

-3.74 
• 

尚之を画示して見ると 、 それは Plate 3 の様になるのであ・ る 。

( 4 ) 被 害

之も全部費料が焼けてじまって居るので、識に記憶をたどって記述するとととする。

大正 7 年 ( 1918) 、 大正 8 年(1919) の 2 年に亘って冬期の大袋容が起ったと とがある 、 此

のとき本試験地の賦削タウヒも亦被害したのである 、 然し此の ときの被害欣態を見るに、 f頃斜

のある;f@:栽地では共の ~I~腹以上は生存し中腹以下の土地の深い1rM所i乞於て特に被害が多かfった

のである 、 そとで種々と貫主i主に就て検討して見た底、 元来試験林の所在地たる碓氷郡地方は冬

期*は比較的砂ないが、 寒気は擦烈であって、市も乾燥する地方である 、 従つ七冬期に於て土

~1.17k分の比較的に多 〈 且土地の深い所程二t嬢の凍結が甚だ しく植栽木の棋部は丹Ij"m~生珪11的乾燥

に陀lつτ枯死ずるに至ったも のが多かった様である 、 備此の ととは明治33年頃浅間山麓に杭へ

られた欧側タウヒ(昭和 7 年(1932 ) 11月の大風雪容の際大部分折損 した) が、 本試験林地方

よりも遣に寒冷地方に植へられたにも係ら歩、 冬期完全に地表が零を以て被はれて居る関係上

主&表1'([砂~t.占居を生十るととなく 、 非常に立派に成寺本し目盛lて結寅 した事費、 及び本種の郷土た

る中部及び北部臥洲地方は冬期言Iなり長いfm、地表が完全に雲で被はるる事責l亡鑑み背かるる

ととである 、 叉本種は冬期は零は相官に深いが、 安~I:l i:身、度は比較的fまい寒冷地方の気候i亡越し

て居るものの様である、此の事は本種の造林が、北海道の各所と岩手懸下に於いて比較的に成功

して居る事責K徴して確認するとさが出来る棋である 、 之を要するにオ4Æの~林に趨する気候

の第 11削'[1ーは気温の低いとと、 ti'~ 2 ~削tl~は零が相官 lて傑い とと 、 第 3依件は冬期の~3if{ ;M比較

的に乾燥 して居る ととであって 、 所・謂サラ零の地方であって 、 ベ タ 零の地方でな‘いととである。

叉ヨト:種 iモは大正の末期 (或は もっと普からかも知れぬが) 一種のハパチの容があって今日に

迄及んで居る 、 此のハパチは幼議の形の陸挟部附i廷のこと中 l亡て越冬し、 春暖-と共lて樹幹を昇つ

.1 
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て成品となるのか、或は地中にて帆となり直ちに地中から飛びたつのか共の設のととは不明で‘

喜う るが、幼過の食害現象がftlHz:映す=る のは 7 月中旬から 8 月下旬に及ぶのである、而して食容

されつつある枝葉部分には一種の品締による巣j伏の も のが形成せられ、此の巣欣の も のの中K

津山の幼議が葉を食害して居る此の幼議は其の形態から見て一種のハパチであるととは確であ

るが、 品開の色彩は維色の地色の上K:l/&僚の黒線が縦走して居る、而 も惜の地色も始めの中は

緋色が勝って居るが 8 月頃K 1.主 る と級色の色がさめて寧ろ黄色I床が強くなる のである 、 尚此の

ハパチに就いて二三の撃者が研究はされた様であるが、 f自I種名は確定 して居主主い様である，。
、

(註、 但し共の後林業験場の保護部の研究によれは.此の虫は和名オ ホアカヅヒラタハパチ と確

定 したと云ふととである。〕

此の最寄の矯めに本試験林の 1;吠刑タウヒ，の成長は相官の影響を受けτ居る犠に観察せらるる

のでるる。

3 摘要

(1 ) 判長告は群馬i隊碓氷郡に於け 与|州| タウヒ の造林成句を記述したもので、ある。

( 2 ) 我国本土K外園樹種を植栽 した時史は相首K古いも のであるが、本報告K記述した も の

は明治37年 ( 1904) 他の種々 の外因樹極と共に本試験林 n侃馬腕、 碑氷郡、 臼升二町、 大字五料

字ノj、棋山間有林) 11:析栽されたも のの一部であって 、 本リ十!としては最初の報告であ る と思ふ、

尚他の外岡樹程の成献の概略は緒言の中K記載しである。

( 3 ) 材積の見地より云ぶときは 、 共の浩林成績は必しも蹴洲殊に「ドイツ」のそれに劣る と

は云へないが、 我閣の樹麗と比較する に 、 スギ林Kは到底及ばないが、 アカマツ林に比べる と

共の地味の よい鹿ならば、 2 等j也に匹敵し地味が悪るければ 4 等地叉は 5 等地K嘗る のであ る

されば、 本州中部K現しては、 特に蓄宥u曾カ11 と云ふ結からは、此の樹種の他栽を勤め と7要は仕

いと思ふ、 但しさら期雪深く且比較的安気の乾燥せる地方えにらば、此の樹種を利用して、現校よ

りも 一清高山林の林業を周約ならしむととを得る望みは充分ある織に思はれる。

( 4 ) 此の樹種の造平上留意すイき被害i伏態が 2 つある、帥ち(1 ) 此の樹種は地表の札結に

劃して非常K弱いとと 、 ( 2 ) 此の樹種年劃しては一種のハパチが食害の作用をな. \--、林分材

積の成長上K相蛍の影響を及ぼして居るとと等である。

( 5 ) 林齢の若きも の より老いたるものに移るに従い、 共の樹高曲線の形を愛へて行 o闘序は

カ ラ マツ林、 ア カマツ称と同様の傾向を示 して尉るも の と見るととが出来る。 (昭21. 8 . 稿)
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Table ~ . 直僻府別、 樹高階別本数分配表、林分 I 間伐前;

The distribution of tree珊numbers with respect to D and H .before thinning Cstand I) 
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Table 6. 直径階別、 樹高階別本数分配表、 林分 II (~tand lI) 

3 12.3 

5 13.6 

9 14.2 

1'3 16 . 5 、

6 17.2 

10 17.1 

11 18.7 

3 18 ・ 3
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Table 7. 直径階別、 樹高階別本数分配表、 林分 nr (stand III) 

i31 2 3 4 5 、 6 7 8 9 10 11 12 .13 
~. 

, 

4- 1 1 2 5.0: 

6 、 1 1 3 2 7 4. 

8 3 1 -6 1 
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11 6. 
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〆‘ Rèsumと

Masaru KAWADA and K.;isoo YAMAJI 

On the Plantation of Spruce (Plcedfexcelsa Lipk.)at the Foot-

mountain H江1 Region in Gumma Prefecture, CentraI Honshu. 

Preface 

The most part of the data concerning this subject w~re burned and damaged 

~_under the air raid during the .Pacific war 1941-1945 in ImperiaI' Forest Experime� 

. Station at Shimomegurò, Meguroku , Tδkyδto. Under this state, we sugge言t at first 

it is u~avoidable that there are many points of incom�'letion and .'vagueness. in this 

report. We guess, however, that there may be such defects is one thing, Dut. the 

publicatipn of the item inentioned above shal1 offer a certain_ amount of eontribｭ

utions for the silviculture in this country as weII as.abroad is another thing. By the 

reason, we have become to decide to write this information. 

This paper is described under the orders as.fol1ows: 

( 1) Brief history of the plantation of exotic trees at the place of experimentaI forest. 

( 2) The results, under the states ,on 1945, of the plantation' of spruce (Picea exceIsa) 

-降

‘( 1) Brief history of the ptantation o_f exotic trees at 

the pla白 of experimentaI forest. 
"'" 

The experimentaI forest situates at Goryδ， Usuimachi, Usuigu t1‘ Gumma Prefecture 

and _the beginriing of plantation of exotic tre鑚 has been started on 1904 and is stiII 

じontimled. The cIimates of the place are shown by the met四rologicaI tables, viz. Table 
(1 )-Table( 6 ) , '01 two stations situating very near to the forest.. 

The 伺uses from which this plantation arises is-the fact that the �mber of. kinds 

ot exotic treesωwn in the nursery of Forest Ex~riment Statiou, Meguroku, Tδkyδto 
b鐵ame so many, year by year, final1y the nursery were overcIouded with the seedlings 

of exotic trees. Under such state, for getting vacant space of nursery for which the 
new seedlings of next year shaII be planted, there happens the questio!l how to 

. remove the s鐺dlings actuaIIy standing in the nursery and where are be planted with 

the removed seedlings. 1l� lilltisfy this requirとments the national f�est situating at th~ 

place mentioned above was selected as the experimental forest of/plantation of exotic 

trees. 、
/ 

As fIir as _this experiment concerns, there are many people of ¥ technitians belong 

to the Forest E~perimerit Station and the TokyδDivisional Office of NationaI Forest 

whose efforts for the establishment and the development. of this 騙periment should 

not be forgot. Among them the foIIowing few names must be enumerated as the 

representatives:. Dr. H. Shirasawa the former director of Forest E1<perimeut. Station, 
Mr. T. Kimura, Dr. W. Terazaki, Mr. Y. Nishioji, Mr. M. Koyama, Mr. K. Yamada , , 

Mr. K. Sata, and Mr. K. Oshiro. 
、

The generaI vi鑿 of the results. of pl弓ntation of yarious ,exotic treeS 﨎 as foI1ows, 
cIassified to very good' (v. g.) good (g.) not good (n.g.) most'ly perish (m.p.) and 

• 
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totaIIy perish ( t.p. ) 。

A. Conifers 

No~ Speciers 

( 1) Abies neph;rolepis Maxim. 
(Tδshirabe) 

( 2) A. Webbiana LindI. 

(3) C号drus. Deodara Loud. 
(HimaI;:lYa Sugi) 

( 4) J uniperus virginiana Linn. 

( 5) Latix europea De CandoIIe 

( .6) L. jwreana NakaL 

( 7 ) P兤ea exceIsa Link. 

( 8) P. koraiensis Nakai 

(9) P. Morinda Link. 

(10). P. nigra Link. 

Daie of pla�疸ion 

1939 

1939 

1926 

1926 ,1932 

1904 

・ 1926

1904.1910 ,1915 ,1916 
1917 ,1918 ,1931 ,1934 
1939 

1933 

1917 

(11) P. sitchensis Trout. et Mayer 1917 ,1939 

・ (12) Pinus Bankiana Lamb. 1937 
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1910 ,1917 
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1938 
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(20) Pseudotsuga Douglassii .Carr. 1904 ,1918 

(21) Thuja occidentalis Linn. 1926 

(22) T. cirientalis Linn. "1904 

(23) T: pIicata D.Don. 1904 

、(24) Tsuga canaden"Sis Car・I・-

B. Broad-leaved trees 

(25) Populus nigra Linn. 

(26) P. monilifera Ait. 

(27) P. S�onii C�rr. 

(28) Platanus orientaliョ

1604,1926 
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4
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(29) Fraxinus excelsior Linn. 1904 

(30) F. americana Linn. 1917 

(31) Juglans nigra Linn. ¥ 1933 

(32) Eucommia ulmoides Oliv. 1933 ,1939 

(33) Carya alba K.Koch 1935 

(34) Carya grabra Sweet. 1935 

(35) C. ovata K. Koch ‘ 1935 

( 36)‘ Casbanea Bungeana BI. 1935 

. Origin 

Corea 

Result 

n.g. 

Himalaya n.g. 

Himalaya Og. 

N. America m.p. 

Europe. m.p. 

Corea.' . n.g. 

E�rope Og. 

Corea n.g. 

Himalaya. . Og. 

N. America. n.g. 

N. America 北 .p.むld n.g.. 

N. America Og. 

China t.p. 

Himal�ya Og. 

N. America t.p 

N. America @v.g. 

N. America @v必

Europe t.p. 

N. America. Og. 

N. America m.p. 

N. America Og. 

China m.p. 

N. America' t. p. 

N. America @v.g. 

‘・‘

1・

t 骨

N. America .lﾙ.p. 

Europe ‘ m.p. 

Manchuria n.g." 

ー Og.

. Europe t.p. 

N. America t.p. 

N. "America . t.p. 

China Og. 

n.g. 

n.g. 

n.g. 

. n.g. 
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Among total number of 36 ,there are the s�l:cies showing the result veryfgood 3 

(Conif駻$ 3) good 9 (Conifers 7, Broad-leaved 2) and the others all are showing tbe 

./ result Iﾌot good or the inferior to it. 

( 2 ) The results, under the states � 1945 , of the plantation � 
spruce (Picea excelsa Link.) 

a. The_ stands. us鐡 f�r this exp毛riment

the Table 1. shows. 

FKee stands1re selected as samples as 

b. The tr馥;nuJ1bers and volun福s of each plot. For the pl� 1 the first and 

~cond thinnings are practised on 19l4, 1932 respectively,' and th� Iast -one h�s been 

finished -on 1945 , for the p10t II and III the first thinnings are pra鑼ised on 19~O. 

Thus, the decreasinき courses of tree.numbers in each plot ~re shown in the Table. 2 

(P10t 1, Plot II, Plot III). The volumes actually kるpt in �lot II an司 III， and the 

volumes of third thinning on 1945, before and after thinning are shown in the Table 
3 ., but in this' table the yields from preceded thinnings' are ,not incIuded , because 

the data of such thinnings are burned. 

c. Comparison to the yield tables published already. This ， compariヲons are 

shown in the Table 2.' with selected numbers as intervaIs of' which the actual 

number of volumes in exper加entaI plots situat es, and all numbers are showing' the ~ 

" volumes of principaI trees onIy not with the subordinate one. 

, Remarkes: in the Table 4. tlte capitaI Ietters in ranks are showing the foIIowing 
• 

yield tables: 

A. ActuaI volume per Hektar in experimenta'1 plot on 1945 

B. Vqlum~ of spruce in Germany. ざlte， 1 st cIass 

C. V. of spruce in Germany: site, 2 nd class 
, 

D. V. of Cryptomeria japonica, site, 3 rd cJass, tree.density moderate 

E. V. of Cryptomeria japonica, site, 3 rd cIass, tree.density dense' 

, ' F. V. of Pinus densiflora, site, 3 rd cIass 

G. V. of .Pinus d~nsifIora ， site, 4 th cIass 

R. V. . of Pinus densiflora , site, 5 th 輙ass 

1. V. of Pinus densiflora, site, 2 nd c)ass 

According to the Table 4., it seems that 'the sites of experimental plots situate 

between the c1asses of 1 st and 2 nd of spruce in Germany, but in Japan the positioｭ

ns correspond to the intervaIs between the classesof 2 nd' and 5 th of pine, for the' 

Cryptomeria they can not reach entirely. 

d. The constitution of stands relating to diameter and height. The distributions 

of tree-numbers _relating to diameter and height in each plot are shown by the Table 

5,6., and 7. , and according to the manners of distribution we can guess the cIose 

relation between diameter and height as generaI1y , seen for the even-aged pure stands 

、 of most part of conifers in Japan. Then, we have computed the coefficients of corre・

lation between diameter and height as the results of which are shown in the Table1lS. 

and 9. , Thus, we catl suggest with certainty that there exists very high correlation ' 
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between _9iameter and height ~n the even-aged pure stands of spruce. Hereupon, we 

. have proceeded to get the tree-height curve with respect to diameter, and the formulas 

are the ones shown in the Table 10. and Plate 3.ィ
¥. 

According to these resuIts it is very reI:Darkable fact that th� formulas are changing 

with the increase.of ages,. and the changing ∞urse takes same way as 担 the 饌se of 

measuring practised repeatedly for same stands on different ages as the another 

experiment shows, viz. the discussjon' about ‘the formulas of tree-h!!ight curve in the 

report of “ On the Effe~t Qf. Tree-density of Plantation for the SiIviculture of .Pine and 
Larch, section 3,. The consi:itution of even-aged stanc1_ .of coniferous trees" by M. Ka-
waqa and Y. Kanaya, 1946. . 

e. Conc1usion. According to the contents of above dëscription, authors can say, for 

a certain kinds of environment, particularly for the districts the cI�nate of which 

is very cold and relatively dry, so as the snow is capable of very shifting not heayy 

and moiヰ， the pla�ation of thi五 tree-kind shaIl be app1icable, e. g. fQr making of 

protection-forest aga泊st snow. 

‘ 

. . 




